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■ 会 長 報 告           伊藤 彰彦君 

 みなさん、こん

にちは。先週は創

立記念夜間例会に

多くの皆さんに参

加していただき盛

大にできましたこ

とお礼申し上げま

す。また、当日突然の指名により歴代会長さん

たちにもお話をしていただきありがとうござい

ました。皆さんの会長当時のことが思い出さ

れ、楽しく聞かせていただきました。 

 

 当日の進行や会の盛り上げに多大なご苦労を

親睦の皆さんにはお願いしましたが、おかげで

参加していただいたメンバーから、帰り際に

「楽しかった」とか「有意義だった」というお

褒めの言葉を頂くことができました。本当にご

苦労様でした。 

 大抽選会も盛り上がり、見事賞品をゲットし

た皆さんおめでとうございました。本日は是非

ニコニコへ募金をお願いいたします。 

 あと、最終夜間例会が残っていますので、こ

の勢いで是非楽しい夜間例会にしていただきた

いと思います。 

 

さて、話は変わりますが、先週お話しさせてい

ただきました静岡ＲＣの80周年記念事業につい

て、理事の皆さんには是非参加をご検討ください

とお願いしたところですが、私はてっきり記念式

典や懇親会にも参加できるものと思っていたとこ

ろ、実は300名の参加を希望しているのは、あく

までも記念講演会のみで、記念式典すら各クラブ

の会長・幹事のみということです。ですから記念 

講演に興味のある方は参加していただきますよ

う、後ほど参加者名簿を回しますので、理事で

はなくどなたでも聴講希望の方はお名前を書い

ていただければと思います。 

 

 また、先々週の例会で皆さんにご協力をお願

いしましたネパールへの義援金につきまして、

当日皆さんのご寄付が 28.200 円となり、これを

昨日 5/28 に国際ロータリー2620 地区ガバナー事

務所へ振り込ませていただきました。 

 ガバナー事務局では米山記念奨学会を通して

ネパールの現地米山学友会へ送金してくれると

いうことでした。皆さんのご協力に感謝し、無

事に送金が終了いたしましたことご報告させて

いただきます。 

 

 簡単ですが、本日は以上をもって会長挨拶とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

■ 出 席 報 告           富澤 賢一君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

37／45 88.09％ 41／45 91.11％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○漆畑君 ○望月君 池谷君 江﨑君 川口君 

中村君 藪崎君 桑原君 

(２)メークアップ者  

富澤 静雄君（榛南） 

■ ビ ジ タ ー                      

青島 彰君（藤枝） 
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■ 次年度会長幹事方針説明          

   

 

「私の略歴」 

  内山 淑夫君 

 

 

私は清水市の横浜町という町で昭和３０年３月

９日に生まれました。今は上清水町となっていま

すが私は横浜町の方がすきです。海まで自転車で

５分くらいの処です。海とは清水港のことです。

あの頃の遊びと言えばとにかく港に行って釣り

をしたり貯木場に侵入してシラスウナギを手づ

かみにしたり、すべてと言っていいほど港近辺で

した。 

 当時の清水港には外人の船員さんが闊歩して

いたり、ウェルカムと書いた看板のある雑貨屋で

米軍払い下げのキャップやジ－ンズやライタ－

を売っていたりと横須賀の一部を切り取ったよ

うな町でした。 

 私の家は父親が内山材木店、母親がハマ美容室

を経営している根っからの小アキンドでした。 

父親は天竜横山の出身で天竜林業という学校を

卒業して清水に住むようになったようです。工場

は押切と言いましてバイパスの近くで巴川の脇

にありました。昭和４９年の七夕豪雨では材木が

大量に流失し大損害だったと聞いています。私の

父親は見栄っ張りで新しもの好きでした。父親は

私がものごころついたときからイギリス製の自

動車に乗り、毎晩清水銀座で飲み明かしていまし

た。ある朝道路の向こうの木製のゴミ箱に酔っ払

いがしなだれかかっているのを見て、嫌悪したも

のですが、これが父親だったことがわかりさすが

にあきれかえったものです。 また、父親はゴル

フが趣味でいろいろな大会に出ており、家の応接

間には恐ろしい数のトロフィ－が並んでいまし

た。清水銀座の商店街の人たちと清水クラブとか

いう親睦団体を作って毎月持ち回りで各人の自

宅に数十人が寄せ集まりどんちゃん騒ぎをしま

す。ですからお酒が好きで外車に乗ってゴルフが

趣味の人は早晩倒産することになるようです。 

 住み込みの見習いさんというのは今は死語に

なりましたが、母親の美容院には住み込みの見習

いさんが２人おりました。ここで実務をやったり

生活をしながら柚木の美容学校に通い資格を取

るのです。私がきれいなお姉さんを好きになった

のもこの環境が原因です。父親の材木商にも見習

いさんが住み込みで働いておりましたので、やた

ら大人数でした。当然美容院をやっている母親が

掃除や洗濯や食事の支度は出来ませんので通い

のお手伝いさんがおりました。その上父親の実兄

がギャンブル好きで自分の材木店をつぶしてい

ましたので毎晩我が家で食事をする様になって

いました。晩ご飯は大変な賑やかさでした。 

 当時の清水は清水港木材組合も全盛期で会員

数も今の数倍いたようです。景気が良くて清水銀

座や駅前銀座はそれはもう華やかなものでした。

金嬉老事件の発端となったクラブみんくすをご

存じでしょうか。暗くなると空に向けて何本もの

サーチライトを放っており、まことに派手なもの

でした。みんくすは父親の処に盆暮れには贈り物

をくれるのですがカラ－パンツの詰め合わせと

いう大胆と言いますか、無能と言いますか、そん

な経営感覚でやっても大流行だったのですから

いかに景気が良かったか推して知るべし、です。 

 先日久しぶりに駅前銀座から清水銀座を歩き

ましたが週末でも人が少なく、こんなになっちゃ

うのかと一抹の寂しさも覚えました。 

 私は地元の浜田小学校を卒業し家庭教師の甲

斐があって見事に東海大学第一中学校に入学し

ました。私には１つ上の兄がおりすでに東海一中

に入学しておりました。いとこたちもほとんど東

海一中でしたので当然のようにここに決めまし

た。そのほかにも大きな理由がありました。橘か

らもずいぶんと誘われたのですがあそこに入学

すると坊主頭にしなくてはなりませんでした。私

立に行くのに坊主頭では公立と同じです。とにか

く坊主頭がいやだったのです。 

 ところが入学してみると、私立の学校というの

は今はどうか知りませんが当時は少なくともま

ともに公立に行けないものの軍団でした。私は小

学校の時から肥満児でしたので先生の指導もあ

りサッカ－をしておりました。ところが東海一中

に入ってみたらグラウンドにゴールがありませ

ん。そりゃそうです、サッカ－部がないんですか

ら。庵原から来ている山猿みたいな友人と話をし

てサッカ－部を作ろうということになり、何故か

私が校長室に直談判に行くことになりました。校

長先生は大変お優しい方ですぐに対応してくれ

ゴールを発注したりユニフォ－ムを決めたり担

当の先生をつけてくれたりあっという間にクラ

ブが誕生したのです。ところがあろうことかある

まいことか、最大の功労者の私が３年生になって
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も補欠のままで１年生がレギュラ－でした。考え

てみれば私は食べること以外に興味があるのは

異性くらいのもので、とにかく肥満児のままで、

あだ名がポーキーだったのです。一番嫌いなのは

走ることでした。そうです、不動のディフェンダ

－だったのです。 

 私の場合、高校は男のロマンで、あえてエスカ

レーターでの東海一高には行かずに清水南高校

に入学しました。なぜ南校かと言いますと静髙と

清水東校は２００㌫無理だったからです。全くと

りえのない田舎の高校で校長の入学式挨拶が昨

年は何人が大学に入学したという自慢話を聞い

て、ひっくり返ってしまいました。駅弁大学の人

数なんてどうでもいい、東大に入学したとでも言

うならべつですが。本当にろくでもない学校でし

た。 

 ここを３年で卒業して東京は吉祥寺にある成

蹊大学文学部日本文学科に１８歳で入学しまし

た。なぜこの大学にしたかと言いますと、他に受

験した７校すべてに落ちてここだけしか行くと

ころがなかったのです。ここでは今の安倍総理と

同級生でした。当時は見たことも会ったことも無

かったですが。ここで運命のヨットと出会いクラ

ブ活動にのめり込みすぎて、卒業までに６年を費

やす羽目になりました。 

 就職は建通新聞社という建設関係の業界紙に

もぐりこみまして１年目徳島支局２年目東京開

設準備室に配属され以降退職するまで東京支局

勤務でした。東京支局は銀座８丁目にありすばら

しい飲食環境でしたので毎晩新橋あたりで飲み

歩いておりました。 

 そのころ私の両親は藤枝市五十海に住んでお

りました。何故かと言いますと父親の放漫経営か

ら負債１０数億というとてつもない数字で会社

が倒産して地元清水にいられなくなったからで

す。女は強いもので母親は結婚式場の着付けの仕

事をしており家計を支えておりました。母親は６

０近くなってから運転免許や宅建免許をとりま

した。やがて父親も知人の高利貸しの会社の役員

となり数年後には独立して高利貸しを始めまし

た。兄は京都に就職していることから私が将来は

両親と同居しなくてはならず建通新聞社をやめ

て藤枝市にて不動産業を開業しました。昭和６０

年９月のことでした。無謀にも実務経験無しでし

た。しかも事務所が自宅のサンルームという夏灼

熱、冬厳寒の環境でした。しかも屋号が『するが

や』。よくお好み焼き屋と間違われたものです。 

 私が運が良かったなぁと思うのは、地盤沈下の

清水から右肩上がりの藤枝にいつの間にか移動

できたことです。人間の一生なんて努力ではなく

運だと言えます。これからも運を頼りに生きて行

くことを宣言したいと思います。みなさまも努力

しようとかがんばろうではなく、ただひたすら運

が良くなるようにお祈りすることです。ご清聴あ

りがとうございました。 
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(担当／飯田) 


